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性と生の教育の授業構築と展開に関する報告
一高校生対象の講座内容および展開例一
A Report on a Lecture Given at a Senior High School : 
The Content and Method of Sexuality Education 
今野洋子
IMANO, Yoko 
抄録
人間の性と生について、思春期の子どもたちが学ぶべきものとは何か。
平成14年9月
September, 2002 
現在、学校教育における性教育に関して、指導方法や内容に変化が見られるよう になってき
ている。学校が学校外の専門家に聞かれるようになり、「性教育」という名称、であるが、求める
内容は狭義の性に限定されるのではなく、人間の性と生に大きく関わるものである。本稿で
は、現代の思春期の子どもの性意識 ・性行動の問題から 「性と生の教育の課題」を考察し、学
校外の専門家という立場から授業構築を試みるものである。
性と生の教育における課題を、思春期の子どもの性意識や性行動の実態から、「自己決定を促
す性と生の教育」「人間関係づくり としての性と生の教育」「人間の性と生に及ぼす避妊の意義を
も含めた教育jが課題とされる。このような課題および学校における性教育の目的を踏まえ、
学校外の専門家という立場から、性と生の教育を子どもにどう提供していくか、どのような内
容を選択するか等を検討し、「思春期の性と生 愛すること、生きること」という授業展開を試
みた。
ねらいとしたのは、「行動変容jである。生徒の「初交体験を遅くする」こと、すでに性交を
体験している生徒は「より安全な行動を選択できるようにするJことを行動変容の目標とし、
予防行動理論モデルの上に立ち、授業内容を考えた。
「性行為は、ふれあうよさ（心のふれあい ・肌のふれあい）をわかちあえるものであり、（生
まれ出る前のような）あたたかさ・安心感を味わうことができる ものである」ことを基本とす
る。そして、生きるということは、「自分のからだや心、性（器）が価値ある ものと考えられる
こと」でありJ自分で自分の価値を下げず、 互いの価値を尊重しながら、他の人と関わってい
くこと」である。「心豊かに生きるために、性と生を学び考えていく」ことがこの授業の主題で
ある。
［キーワード ：性と生の教育、性意識 ・性行動、 行動変容］
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I はじめに
人間の性と生（セクシュアリティ）について、思春期の子どもたちが学ぶべきものとは何で
あろうか。
現在、これまで学校教育の一環として行われてきた性教育に関して、指導方法に変化が見ら
れるようになってきている。特に、高等学校では、養護教諭による授業や指導といった「校内
の専門的立場からの教育や指導」が実施されるようになっただけでなく、医師や保健所職員な
ど、学校外の専門家の講話や講座を多く取り入れるような動きが見られるようになった九
このように、性教育に関して、 学校外の専門家に対して学校が聞かれたのは、なぜであろう
か。
日本における社会環境や生活様式の変化は、少子高齢化や人間関係の希薄化、 高度情報化を
生み、思春期の子どもたちの価値観を大きく変え、 子どもたちの意識や行動に深く影響を及ぼ
している。 特に、現代の高校生の性意識および性行動の変化は著しく、深刻な心身の健康障害
を引き起こしている。 このよう に、学校教育だけでは改善できない問題に対し、学校外の専門
家や地域の教育力とともに、よ り的確に取り組も うという視点から整備された体制と考える。
また、教育内容の変化も見られるようになっている。
平成9年の保健体育審議会答申で「性の逸脱行動Jが児童生徒の健康課題としてあげられる
ようになった。現在、新学習指導要領では保健に関して 「的確な思考 ・判断に基づいた意思決
定と行動選択の力を育てる授業」の展開が求められ、保健学習においても 「生きる力」を育ん
でいくことがあげられている。
学校教育においては「性に関する指導」から「性教育」 という名称に変わったばかりである
が、求める内容は狭義の性に限定されたものではなく、人間の性と生に大きく関わるものであ
る。
そこで、本稿では、現代の思春期の子どもの性意識・性行動の問題に示される「性と生の教
育の課題」を考察し、学校外の専門家という立場からの授業構築を試みる。特に、生きる力を
育むための「行動変容」を促す教育をねらいとし、具体的な展開例を考える ものである。授業
構築にあたってのねらいや内容、構成、 展開方法を含めた紹介に終始するが、紙面の都合上、
ご理解いただきたい。
なお、展開例として示す授業は、道立A高等学校において、講師として依頼された「性教育
講座」で実施したものである。道立A高等学校の関係教職員の皆様に、心より感謝申し上げた
しミ。
I 思春期の子どもの性意識・性行動と課題
1.子どもの性意識 ・性行動の実態
近年、日本における社会環境の急激な変化は、思春期の子どもの性意識や性行動にも大きな
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変化を引き起こし、性交経験の低年齢化や10代の人工妊娠中絶の増加、 性感染症の増加につな
カfっている。
このような子どもたちの実態について、「1999年版児童 ・生徒の性J旬、らいくつかの項目を取
り上げて、子どもたちの性行動 ・性意識の実態、を術服してみる。
第一に、「性交経験jについてみると、中学生・高校生の男女ともに学年が進むにつれて増加
傾向を示している。特に、高校生の増加傾向が顕著であり、男子では高校2年生から 3年生の
聞に12%増、女子では高校1年生から 2年生の聞に12.5%増となっている。 また、高校3年生
では、男子が28.6%に対し、女子が34.0%と、女子が男子を上回る結果となっている （図1・
図2参照）。
第二に、「初交の相手」についてみると、全体的な傾向として、中学生同士・ 高校生同士とい
った同年輩が多い。しかし、中学生の女子の相手と して有職者が、高校生の女子の相手と して
大学生 ・有職者が多く、中高の女子の性行動が学校内にとどまっていないことがうかがえる
（図3参照）。
第三に、「性交の動機」についてみると、 高校生の性交の動機は 「好きだから」が半数近く、
次いで「愛しているから」が多い。「遊び・好奇心J「何とな く」 もそれぞ、れ1割以上となって
いる。なお、性交の動機については、1999年以前に調査しておらず、過去と比較できない。ま
た、中学生対象の調査として、キスの動機について聞いているが、中学3年女子を除き、男女
とも四分の一程度が「ただ何となく」という理由を挙げている。学年が高くなるにつれて 「遊
び」が減少し、 「好きだから」という理由が多くなっている（図4参照）。性行為のひとつであ
るキスが「何となく」経験されている中学生の実態から、今後、「何となく」などの興味や好
奇心による性交が増加するのではないかと考えられる。
第四に、「避妊」についてみると、女子が男子をやや上回っているが、 初交時に避妊した生徒
は、50～60%である。 2度目以降の性交時の避妊の状況についてみると、常に避妊をしている
者の割合は30～40%と低くなっている。 また、初交時の避妊と違い、女子の方が男子よ りも下
回る結果となっている。一方、避妊を「したときとしないときがある」は増加している （図5
参照）。このことから、性行動の活発化に伴い、避妊を実施する者が増加していることがわか
る。しかしJしたときとしないときがあるJと回答した者が多いよ うに、気分や雰囲気に左右
されるような場当たり的な避妊行動が多いことが考えられる。
なお、中学3年女子の性交体験率は8%であるが、 中学生を対象と して「避妊に関する調
査」を行っていないため、結論づけることはできないが、常に避妊をしている女子中学生は、
おそらく、女子高校生よりも低い割合であろうと推測される。
2.性と生の教育の課題
性と生の教育における課題を、前項で示した思春期の子どもの性意識や性行動の中から考え
てみる。
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図1 性交の経験 図2 性交の経験者の推移
性交経験（’96年と’93年の比較）
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性交経験者の推移 （中・高校3年生のみ）
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図3 初交の相手
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図 1～5：出所「1999年版児童 ・生徒の性」
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まず、性交経験は低年齢化しており、中でも、 高校生における性交経験の増加が見られ、特
に女子の性交経験が増加しており、男子よりも増加が著しいという実態が明らかとなった。 こ
のような中高生の性交経験を、思春期の子どもの 「性の逸脱行動J、すなわち子どもの問題行
動というと らえ方のみで考えではならない。なぜなら、女子の初交の相手に着目すると、 大学
生や有職者が多く、性行動が学校内の問題だけではなく、学外での行動を伴う社会的問題とし
て認識すべきだからである。これらのことから、社会的影響に対して判断し選択できる、 自己
決定を促す教育の確立が第一の課題とされる。
次に、初交の動機から、愛情関係よりは好意といった程度の感情での性交や、興味本位によ
る性交もあることがうかがえる。性行為のひとつであるキスは、好奇心や興味から経験される
ことが多い。これらのことから、 第二の課題は、好奇心や興味だけの経験ではなく、相手を尊
重し、相手を大切に思うことができるよりよい人間関係づくりのため、 性と生の教育が：Q'.、要と
いうことである。
また、避妊を実施する者は増加しているが、暖昧な知識による場当たり的な避妊行動が多い
ことから、 避妊の効果が低く 、望まない妊娠の回避につながっていないことが考えられる。望
まない妊娠を回避するためにも、避妊についての教育は欠かせない。しかしながら、即時対応
的な避妊教育ではなく 、人間の性と生に及ぼす避妊の意義についても、 伝えなくてはならな
い。このことが、第三の課題である。
上述した課題を踏まえ、思春期の子どもの実態に対応できる、豊かな性と生の教育の確立が
望まれている。
現在、早い段階からの性と生の教育が、性交未経験者には性交体験を遅らせ、性交経験者に
は望まない妊娠の防止と性感染症予防に効果があるこ とが認められている九 また、健康教育
に関して、日常生活で生じる様々な問題や要求に効果的に対応するため、必要な能力として、
ライフスキルの獲得が重要視されている九 性と生の教育においても単なる知識の集積だけで
なく 、意思決定や行動選択および実行といった実践的能力の獲得のための学習が必要である。
学校における性教育の主な目的は、児童生徒に自分のからだと心の発達について教えること
である。しかし、性と生の教育は、心身の発達発育 ・生殖等のみについてではない。学ぶべき
ことは、人生についてである。意思決定すること、人間関係づくり、価値観についてである。
また、学校教育に関わる学校外の専門家としての役割は、学校における性教育を補完し、学校
教育関係者と連携を保ちながら、性と生の教育の推進者と して実践することと考える。
そこで、子どもの実態から明らかにされた課題、学校における性教育の目的を踏まえ、学校
外の専門家という立場から、性と生の教育を子どもにどう提供していくか、どのような内容を
選択するか等を検討し、教材を作成した。
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il 「思春期の性と生」の授業構築の基本
1.経緯
授業の展開例として、2001年7月10日に、道立A高等学校での 「性教育講座」において、講
師として実施した授業内容を示す。
道立A高等学校では、平成10年度よ り「性教育講座」を開講し、思春期の子どもの性意識と
性行動に対する動機づけを試みている。講座開講4年目となった昨年度、「思春期の性と生一愛
すること、生きること」というテーマを指定され、講師を依頼された。
また、この学校では、性教育の他、薬物乱用防止教育のための講演等、健康教育全般にわた
る講座の開講を取り入れている。
「性教育講座」に関しては、事前に担当教師と打ち合わせを行い、 生徒の性意識や性行動の
実態についてもリサーチすることができた。聞に休憩を10分入れて2時間の講座時間であるこ
と、l～3年生までの全校生徒が一同に集まっての講座であること、実施時期は夏季休業前の
学校祭準備週間であること （そのため、 45分の短縮授業になっていた）等を踏まえ、授業の構
成を考えた。教職員全員が参加するということ もあり、担当教師を介して、避妊方法の教授に
ついてはコンドーム使用のデモンス トレー ションの可否を確認し、教師側の理解も得られるよ
うにしたO また、事前に配布する父母向けの通信は、担当教師が授業内容に従って作成し、各
家庭に向けて発信された。
2.思春期の性と生一愛すること、生きること
「思春期の性と生一愛すること、生きること」というテーマから、ねらいとしたのは、「行動
変容」である。
早すぎる性交体験は危険性の高い性行動につながり、初交体験が遅いと、より安全な性行動
をとることが明らかになっている九そこで、「行動変容」の目標のひとつは、生徒の［初交体
験を遅くする」ことであり、すでに性交を体験している生徒については 「より安全な行動を選
択できるよう にする」こと と考えた。
人間の行動は、個々の自己評価や規範、感情、 態度等が基本となり、さまざまな状況の下、
障壁を乗り越えて行動化されたとき、「自己達成できた」という自己効力感が生じる。この充実
感に溢れた「自己達成できたjという自己効力感が、最も強力な動機づけとなって、行動選択
の意図が生じ、行動が遂行される。また、知識と認知の比較においては、たとえば 「コンドー
ムは、望まない妊娠を回避できる」という知識より、「性交にコンドームを使用してこそwon
derful sexJという充実感を引き出すような認知の方が行動変容につながるヘ このような予防
行動理論モデルの上に立ち、講座内容を考えた。
「思春期の性と生一愛すること、生きること」 では、「性行為は、ふれあうよさ（心のふれあ
い ・肌のふれあい）をわかちあえるものである。（生まれ出る前のような）あたたかさ・安心感
を味わうことができるものであるJ71ことを基本とする。 そして、生きるということは、「自分
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のからだや心、性（器）が価値あるものと考えられること」であり、「自分で自分の価値を下げ
ず、互いの価値を尊重しながら、他の人と関わっていくこと」である。「心豊かに生きるため
に、性と生を学び考えていく」ことが主題である。
構成は大きく分けて二部構成とし、前半は、高校生カップルの物語を招介し、「どうすれば、
よいのかJという視点でふたりの心の動きと取るべき行動を考えさせ、休憩をはさんで、 後半
は、レジュメに従って講義を行うという形式にした。
次の章において、具体的な内容について詳述する。
w 「思春期の性と生」の授業展開例（ 1 ) 
1 .愛と性を考える物語一最高の愛を育むために一
最初に、パワーポイントで作成した資料を用い、「愛と性を考える、静香と拓人の物語 最高
の愛を育むために一」という物語を紹介した。物語の進行とともに変化する登場人物の心の動
きを考えさせた。 物語は、高校生の共感を得られるように登場人物を設定し、またことばもで
きるだけ高校生が日常つかっている表現を盛り込む工夫をし、創作したものである。
以下に物語の概要を示す。また、実際の資料の一部を図示する （図6～23参照）。
［愛と性を考える、静香と拓人の物語一最高の愛を育むために一
高校l年生の静香は、憧れの3年生、木村拓人先輩とつきあうことになった。
「A高校のキムタク ・シズヵ」と公認のカップルとなり、登校 ・下校も、お昼休み、休日も
一緒に過ごすようになる。学校帰りも、拓人の部屋で過ごすことが多くなった。時には、キス
もするよう になったものの、性交まではしていない。性交したら、妊娠や性感染症の問題が起
こるかもしれないと、静香はためらっていた。
秋の終わり、進路に悩み、焦っていた拓人は、いきなり「オマエが欲しい」と静香に抱きつ
いた。ぴ、っくりして、泣き出した静香に「ごめんjと手を離したものの・1
その日以来、拓人は、時々、静香を求めるようになった。「大好きだけど、こわいから、性交
はいや」と、静香は、ず、っと断り続けていた。
しかし、 友人のエリは、「あんまり拒否してたら、先輩にきらわれちゃうかもしれないよ。男
の場合は、ガマンしてると精液がたまって、からだに悪いんだって。jと忠告する。
さて、卒業間近のある日、見事、第一志望の大学に合格した拓人は、「大学に行っても、オレ
には静香しかいないから。」と、 ペアの銀色のパングルを静香に渡した。
感動して、涙ぐむ静香に、「卒業前にオレのものにしたいんだ。ねっ、いいだろう」と、 拓人
はささやく。「妊娠なんかしないように、う まくやるから。 だいじよ うぶだよ。いいだろう ？J
とも、続けた。
静香は、拓人を信じ、うなずいた。
つづく…］
以上までを、提示し、生徒達に、「ふたりは、この後、どうしたのだろう ？Jと問う と、生徒
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達からは、「多分…」「きっと…J性交しただろうとの声があがった。そこで、再び、「それで、
よかったのだろうか？ 本当に、この時、性交してよかったのだろうか？」と、 問うた。
生徒達に、もう一度、物語を振り返らせながら、登場人物の心の動きを考えさせる。ふたり
の気持ちが一致しているかどうかを考えるよう指示し、いくつかの注目すべき点を下線で示し
た。
また、問題提起した内容については、後半の講義で扱った。
以下が、その主なものである。
( 1 ）「時には、キスも したけれど、H （性交） まではしていない。だって、H （性交）した
ら、妊娠とか、性感染症とか、面倒なことが起こりそうで、考えちゃうもの。」 ：静香
の正直な気持ちが現れているのではないか。特に、妊娠は、女にとって人生を賭ける
問題でもあるのだから。
( 2）「久しぶり に呼び出されて、彼の家に行く と、いきな り、オマエが欲しいと抱きっか
れた。」 ：ともかく性交したいという拓人の気持ちが先走っているのではないか。イラ
イラした気分のはけ口として、性交しなくてはいけないのだろうか。
( 3 ）「びっくり して、泣き出した私に 「ごめんjと言って、手を離してくれた。そのあと
は、 前のようにやさ しい彼に戻って、おしゃべりして過ごした。」：このときの拓人
は、静香の本当の気持ちを感じ取ることができたのではないか。 静香の心を感じ取
り、相手を尊重して、自分自身の欲求をコントロールすることができたのである。
( 4 ) （エリの忠告）「あんまり拒否してたら、先輩にきらわれちゃうかもしれないよ。それ
に、 男の場合は、ガマンしてると精液がたまって、からだに悪いんだって。」 ：なぜ、
自分の意思を表明して、きらわれるのだろうか。本当に好きなら、本当に愛している
のなら、尊重しあうのが当然ではないのか。友達のいうことが、全て正しいわけでは
ない。また、精液の処理は、ひとりで、できるもの。交際相手は、道具ではない。
( 5 ）「ね、妊娠なんかしないよ うに、うまくやるから。 だいじよう ぶだよ。いいだろ
う？J：何がだいじようぶなのだろうか。避妊について、 本当に知っているのだろう
か。絶対に妊娠しない確実な方法等あるのか。
( 6）「私は、彼を信じることにした。大好きな彼なんだし・・。」 ：何を信じたのだろう。プ
レゼン トをもらって、気分が盛り上がったからなのだろうか。やさ しく ささやいたか
らなのだろうか。大学進学後のつきあいも約束したからだろうか。大好きって、どう
いうことなのだろう。このとき、ふたりの気持ちゃ価値観は果たして、一致している
のだろうか。
どうすれば、最高の愛の物語を作ることができるのだろう。
図6
図8
図10
物語とともに、考えてみよう
愛と性を考える、静香と拓人の物語
一最高の愛を育むために一
偶然！！
・エリとカラオケに行くと、なんと、
憧れの3年生、木村拓人先輩が…1
・しかも、 誘われて、木村先輩と、デ
ュエットで3曲も歌ってしまった0
・高校生になって、一番ハッピー な日
って気がする。
夏休み
・ラフラブモードの私達にとって、夏
休みは、 あっという間だった。
・毎日、会って、それなのに、 電話で
も話して、メールもして…。でも、
でも、
もっと、もっと、一緒に過ごした
し、。
図7
図9
図1
もうすぐ…
・高校に入って始めての夏休みまで、
あと少し。
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・うきうき気分の私は、「静香、カラオ
ケ行こうよ」と、仲良しの工リに誘
われて、
即O.K.した。
次の日…
－下校しようとしたら、木村先輩に呼
は、れた。
－「オレ、 ず、っと、 静香のこと気にな
っていたんだ。昨日、一緒に歌っ
て、やっぱり、『コイツしかいない』
って思ったんだ。つきあってくれな
いか？」だって。
－「ハイJって返事して、家まで‘送っ
てもらって、いろいろ話して…。
・｛言じられないほど、シ・ア・ワ・セ。
新学期
・学校が始まったら、みーんなが私達
のこと知っていて、「A高校のキムタ
ク・シスカjなんていうから、 照れ
くさい。でも、 うれしい0
・公認の仲になった私達は、 登校・ 下
校も、お昼休みも一緒に過ごすよう
になった。
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図12
図14
図16
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二人で過ごす・
・学校で、授業中以外は、ほとんど一
緒に過ごしていた0
・友達の誘いもいつも断り、休みの日
も一緒だった。
－休みに外に出かけるより、彼の部屋
で過ごすことが多くなった。
－学校帰りに、木村先輩の家に寄り、
彼の部屋で過ごすことも多くなっ
た。
秋の終わり…
－彼は、第一志望の大学の推薦入学が
うまくいかず、イライラしていた0
・「試験入学だつであるし、第二志望の
大学だっていいじゃない」と、言っ
たら、「オレの気持ち、ちっともわか
つてないよな。いいよ。もう、しば
らく、会うのやめよう」と切り返さ
れた。
－悲しい…。
それから
－彼は、時々、私を求めるようになっ
た。大好きだけど、こわく って、H
はしたくない。だから、ずっと断り
つづけていた。
図13
図15
図17
彼の部屋で・・
・音楽を聴いたり、ビデオを見たり、
一緒に勉強したりした。
－時には、キスもしたけれど…。
• Hまではしていない。だって、 Hし
たら、妊娠とか、性感染症とか、面
倒なことが起こりそうで、考えちゃ
うもの。
ある日…
・久しぶりに呼び出されて、彼の家に
行くと、いきなり「オマ工か、欲し
い」と抱きっかれた。びっくりし
て、泣き出した私に「ごめんJと言
って、手を離してくれた0
・そのあとは、前のようにやさしい彼
に戻って、おしゃべりして過ごした。
工リの忠告
・エリに何気なくその話をしたら、「あ
んまり拒否してたら、先輩にきらわ
れちゃうかもしれないよ。それに、
男の場合は、ガマンしていると精液
がたまって、からだに悪いんだっ
て。」と言われた。
－そんなこといわれったって…。
図18
図20
図22
卒業間近のある日
・彼は、試験に挑戦し、見事、第一志
望の大学に合格した。
－「これ、一緒につけよう。大学に行
っても、オレには静香しかいないか
ら。」そう言って渡されたのは、お
揃いの銀色のパングル。本当に、キ
ムタク・シズカみたい。
そして…
－「ねえ、静香、卒業前にオレのもの
にしたいんだ。ねっ、いいだろう」
と、彼はささやき続ける。
そして…
－「ねえ？」と、私をのぞきこむ彼
に、手ムは、うなずいた。
図19
図21
図23
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感動
・最高に感動して、涙があふれてき
た。
・涙ぐむ私に、「カワイイよ、静香」と
ささやいて肩を抱き、優しくキスを
してくれた。。
そして…
－「ね、妊娠なんかしないように、う
まくやるから。だいじようふfだよ。
とも、言った0
・私は、彼を信じることにした。大好
きな彼なんだし…。
考えよう
・静香と拓人は、このあと、どうした
のだろう？
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v 「思春期の性と生」の授業展開例（2 ) 
後半は、レジ、ユメ（図24参照）に沿って、次の内容について講義を行った。
1.性差について
性差とは何か。
本当に男女は違うものなのであろうか。
人聞の男女の性染色体は違う （XXとXY）が、こまかく見ていくと、生物学的な性さえ、暖
昧で微妙なものである。また、からだの性と脳の性の作られたかたには時間差が生じ、必ずし
も一致するわけではない。
第一に、性器の原型は同じであり、人聞はみな女性型の性器を原基として持っており、それ
らが分化していく のであり、分化の過程にさまざまなことが生じる。二次性徴の差異について
は、個人差が大きいものである。
つまり、性行動や性意識は、自分自身が選択し、獲得していくものであり、性差による男女
の違いで固定されるわけではない。現在、男女の性意識や性行動の違いについて述べられてい
ることも多いが、それは、社会の中で作られるものであり、文化的側面が大きいと考えるべき
である。
たとえば、「男の性衝動は抑えられない」ということばを、よく聞くのではないだろうか。「精
液が体内にたまるので、それを排出させなくてはからだに悪い」 といっ情報も、 聞いたことが
あるのではないか。思春期の、成長期にある男子の精子は、活発に作られる ものであるが、精
巣に精子が溜まると、 尿の中へ、あるいはカウパー液の中へと出て行く。「排出させないと、 か
らだに悪いjということは正しい情報ではなく、科学的なものではない。第一、精液を排出さ
せたいのであれば、「マスターベーション」で十分である。自分ひとりで、できることである。
性衝動を抑えられないということにはならない。
繰り返しになるが、先に触れたように、性行動や性意識は、自分自身が選択し、獲得してい
くものである。性差による男女の違いで、性意識や性行動が異なるわけではない。
唯一の性差は、男性には絶対妊娠が起こらないということである。
2.性行為について
性行為とは、何なのであろうか。よくいわれているのは、「ワギナ（腫） へのペニスの挿入」
というインターコースの性交である。しかし、その他、性行為には、「キス」も含まれる。「手
や口をつかつて相手の性器を刺激すること」 も性行為であるし、「』工門へのペニスの挿入jも性
行為である。性行為を行う人達が互いに納得して選び、行動すればいいことである。
では、人は、 なぜ、性行為を求めるのだろうか。
なぜ、性行為をしたいと考えるのだろう。
それは、ひとつには「気持ちがいしづからである。「気持ちがいいjというのは、 「ふれあう
よさ（心のふれあい・肌のふれあい）をわかちあえるから」である。
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もうひとつには、「安心できる」からである。母親の子宮の中にいたころ、あたたかく心地よ
かった皮膚の感触を人聞は記憶している。そして、 性交によって、「生まれ出る前のよう なあた
たかさ ・安心感を味わうことができる」からである。
人間にとっての性行為は、気分をよくし、安心させるものであり、 満足感や充実感に満たさ
れる行為のひとつといえよう。
しかし、相手を伴う性行為でなければ満たされないわけではない。先ほど、述べたマスター
ベーションで、人は十分満たされる。
現在、「マスターベーション」という表現でなく、「セルフプレジャー」をいう表現を用いる
専門家もいる。このように、「ひと りで喜びを満たす行為Jという美しい表現もあり、満たされ
たいときは、 ひとりで行動していいのである。また、先ほどは男性の 「セルフプレジャー」に
ついてのみ取り上げたが、女性も同様である。
相手を伴う性行為と 「マスター ベーション」あるいは「セルフプレジャー」とは別であっ
て、どちらが上というように比較されるものではない。
3.性と生のルール
性行為も含め、人間の性と生には、守るべきルールがある。
まず、「望まない妊娠や性感染症を避けることjは、 お互いの性と生を尊重するための基本的
なルールといえよう。
特に、望まない妊娠を避けることが必要である。
性差について、「唯一の性差は、男性には絶対妊娠が起こらないということであるjと述べた
が、避妊をしてもしなくても、性交の結果妊娠するのは女性だけである。望んだ場合には出産
し、場合によっては人工妊娠中絶を体験するのも女性にしか起こらない。だからこそ、妊娠を
望まない場合には、避妊に対して、男性は責任を持たなければならないし、女性は主体的に取
り組まなければならないのではないか。
現在、さまざまな避妊方法があるが、若い世代でよく使われている、 生理周期から割り出す
方法や、腫外射精は避妊法とはいえない。絶対に、もうこれ以上妊娠を避けたいという場合
は、精管や卵管の結繋手術などを行うことが多い。飢餓や貧しさに苦しむ国では、確実に避妊
をするために、思春期の少女達に避妊薬を埋め込み式にしている場合もある。
その他、 医師による挿入が必要であるが、IUDという器具を子宮の中に入れる方法、ペッサ
リー（ダイヤフラム） ！という器具を装着する方法などもある。
また、日本でも医師の指示薬となった経口避妊ピルがある。飲み忘れさえ無ければ、避妊ピ
ルによる避妊は効果が大きい。
なお、 緊急避妊法といって、避妊に失敗した場合に飲むピルもある。レイプなどの被害にあ
った場合にも、 72時間以内にこの緊急避妊法を行うと、妊娠を避けることができる。せっかく
コン ドー ムを使用して、避妊していたのに、破れてしまった、脱け落ちてしまった等、避妊の
失敗があった場合にも、緊急避妊法を処方してくれる病院もある。
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コンド ムーには、男性用と女性用とがある。男性用コン ドー ムは価格も安く、コンビニエン
スストア等でも手に入れることができる。性感染症の予防にも効果が大きいという特徴がある。
女性用コンドームは、 男性用コン ドー ムに比べると、 やや高価であるが、装着しやすく使用
しやすい避妊具であり、 男性用コンドーム同様、性感染症の予防の効果もある。
どの避妊を選択するにせよ、「妊娠はレアケ スーではない」ということを忘れてはならない。
生命の尊さを強調するあま り、天文学的な数字を挙げ、その中のたったひとつの精子とたった
ひとつの卵子とが結びついて妊娠するという授業が多いが、妊娠は決して稀に起きる出来事で
はない。
自分のからだを大切にすることを考え、コンドームが命を守る道具として認識するべきであ
る。高校生にとって、身近に子に入れやすい、 コンドームについては、特に正しい使用方法を
学ぶ必要がある。
そして、 性と生のルールで「してはいけないこと・するべきこと」に触れたい。
第一に、 「あわててはいけないjということ。いくらでも考えるべきである。さまざまな方
法、こう したらどうなるか、 そう なったらどうするか等、考えるべきことはたくさんある。 十
分考えてから、行動に移すべきである。
第二に、女性は、自分が望んでいないことに対し、 正直に「No」と言わなければならない
し、男性は相手の 「本当の心を感じ取る」能力を身につけるべきである。相手を道具にしては
いけない。 相手の意思を無視した性行為、相手の気持ちを理解せずに行う性行為は、「暴力Jで
あり「犯罪jである。 性は自分で管理する ものである。
第三に、努力を続ける。
以上の性と生のルールは、 何度でも思い出し、考えてほしいことがらである。
これまで述べてきたことから、「愛する」ということは、「相手のからだ・心 ・性（器）を含
め、相手の人間の全てが価値あるものと認め、尊重できること。相手の人生や健康に及ぼす影
響を真剣に考えることができること」と結論づけることができる。
また、「生きる」ということは、どういうことだろうか。まず、自分がこの世にかけがえのな
い存在であることを感じ取ることではないだろうか。世の中には高価なものが数多くあり、買
いたいもの、欲しいものがたくさんあるだろう。しかし、本当に自分にとって大切なものを考
えてみる と、 「交際相手のあのことば」「あのときの友人の励まし」「親が作ってくれたもの」
等、お金では買えないものばかりが浮かぶのではないか。 大切で貴重なものというのは、何か
と交換できるような、引き換えることができるようなものではないのである。 だからこそ、か
けがえのない自分を大事にするべきであり、 援助交際等で自分をお金と換えるよう なことはし
てはならない。あるいは、他者を物や金で支配しでもならない。
つまり、生きるということは、「自分のからだや心、性 （器）が価値ある ものと考えられるこ
と。だから、決して、自分で自分の価値を下げないこと。互いの価値を尊重しながら、他の人
と関わっていくことJではないだろうか。
図24 レジュメ
思春期の性と生
愛すること、生きること
1.性差について（男女は違う？）
性染色体は違う（xxとXY)
性行動や性意識：社会の中で作られるもの
「男の性衝動は抑えられない？」：「たまる」？
2.性行為について
( 1 ）性行為とは？
( 2）性行為をしたくなるのはなぜ、？
ここちよさと安心感
＊相手を伴う性行為でなければ満たされないわけではない
3.性と生のルール
( 1 ）望まない妊娠や性感染症を避ける
コンドームは命を守る道具
( 2 ）してはいけないこと ・するべきこと
あわててはいけない
女の子 ：正直に「No」と言う
男の子： 本当の心を感じ取る
相手を道具にしてはいけない（暴力 ・犯罪である）
性は自分で管理する
努力を続ける
4.愛するって、どういうこと？
Hl3. 7.10 
相手のからだ ・心・性 （器）を含め、相手の人間の全てが価値あるものと認め、尊
重できること。
相手の人生や健康に及ぼす影響を真剣に考えることができること。
5.生きるって、どういうこと？
自分のからだや心、性（器）が価値あるものと考えられること。
だから、決して、自分で自分の価値を下げないこと。
互いの価値を尊重しながら、他の人と関わっていくこと。
197 
198 今野：性と生の教育の授業構築と展開に関する報告
U おわりに
思春期の子どもへの性と生の教育に対し、おとなである私達は、責任を持ち、その責任を果
たさなければならない。
なぜならば、性と生の教育は、目の前の思春期の子どもの性行動 ・性意識を規定するのみに
とどまらず、次代を担う子ども達を創る原動力となる。今後の社会・文化を形成する主体者の
育成に深く関わっており、脈々と続く人類の歴史に大きく貢献するものだからである。そのた
め、性と生の教育で扱わなければならないのは、どう生きるかという人生そのものについてで
ある。
以上のことを踏まえ、豊かな性と生の教育を構築していきたい。
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